
















　　　ハグレ魔族の考え方







「むむむ……。魔力がなかなか回復しないせいで、貴族たちが仕事をくれなくなってしまったぞ。実入りが……」

「仕方があるまい。ヘルムート王国の王が同朋どうほうたちによって襲撃され、負傷したと聞くからな。今は大人しくしている方が安全だ」

「俺たち魔族に仕事を頼みにくい状態というわけか」

「跳ねっ返りな人間たちが、魔族憎しで俺たちを襲撃するかもしれない。だから、ブライヒレーダー辺境伯領やバウマイスター辺境伯領で静かに待機することになったんだろう」

「ああ、社長の命令でな」




　人間は、俺たちのことを『ハグレ魔族』と言う。

　あまりいい呼ばれ方ではないが、俺たちが故郷であるゾヌターク共和国で職を得ることができず、仕事を求めて人間が住むリンガイア大陸に渡ったのは事実だ。

　文句を言ったところでその呼び方をやめてくれるとは思えないから、我慢するしかない。

　なにより、ゾヌターク共和国では職がなく、生活保護で暮らしていた俺たちが、ここでは高給取りなのだから。

　今はバカな同朋たちが騒ぎを起こしているので仕事ができないが、それも彼らが捕まるまでのこと。

　ブライヒレーダー辺境伯家と社長が用意してくれた寮で暮らせばあまりお金を使うこともないし、いくらお金が稼かせげるといっても、休みもなく寝る間も惜しんで働けば、ゾヌターク共和国の暗黒企業となんら変わらない。

　ワークバランスに気をつけながら暮らしていかないと、病気になってしまうからな。

「とはいえ、このところちょっと暇になってきたな……。おい、ブリガー。どこに行くんだ？」

「この釣竿を見てわからないか？　釣りだよ。こっちに来てから趣味にしたんだ。ゾヌターク共和国では、釣りをしていると環境保護団体に叱られることがあるからな。ここではそんなこともないし、大物が釣れるんだぜ。調理して食べることもできるし」

「そうなのか」

　ここで知り合ったブリガーは、釣りが趣味だったのか。

　今初めて知った……俺も今度釣りをしてみようかな？

「ミアン、お前は……金貨なんて数えて意味があるのか？」

「知っているか？　ハウント。今、ゾヌターク共和国では金と銀と銅の価格が上がっているんだ。つまり、ここで節約生活を送りながらこの国の金貨、銀貨、銅貨を貯めてゾヌターク共和国で換金すると、安全により多くの利益を得られるって寸法さ。リスクがある投資なんて目じゃないね」

　同じくここで知り合ったミアンは、大学院で経済学を勉強していたそうだ。

　その割にはずっと無職だったそうだが、ハグレ魔族でそんな奴は珍しく……ないな。

　俺だって実はそこそこの大学を出ているが、アルバイトしかしたことがないからな。

「金、銀、銅の価格がねぇ……。上昇傾向だとは聞いていたが、また上がってるのか？」

「今のリンガイア王国は戦時みたいなもので、その影響がゾヌターク共和国にも波及したんだろう。有事の貴金属は必ず相場が上がる。現物がある安全資産だからな。ゾヌターク共和国政府は混乱しているし、民権党政権はもう駄目だろうな。となると、政権崩壊後の選挙で国権党政権に戻り、彼らは人間と貿易を始めるという、とても現実的な政策を取ると思う。ゾヌターク共和国は金属資源が取れなくなってきてリサイクルが主流になりつつあるし、人間たちが『エーン紙幣』を受け取るとは思えない。となると、金貨、銀貨、銅貨を持っているだけで価値が増えていくという、とても素晴らしい状態なのさ。だから俺は、日々節約と貯蓄を心がけている。ここで暮らしていると、ほとんどお金がかからないからな」

「みんな、色々と考えているんだな。だがもし、金、銀、銅の価値が落ちたらどうするんだ？」

「リンガイア王国で使えば同じ価値じゃないか。だから俺たちは絶対に損をしないんだよ」

「確かにそうだな」

　俺も、ちゃんと貯金しないとな。
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「……あの、陛下……」

「どうかしたのか？　ブライヒレーダー辺境伯殿よ」

「ハグレ魔族たちがとても理性的で大人しいのはいいのですが……。それでいいのかな？　と、思わなくもないです」

「新しい魔族のありようというものよ」

「新しい魔族ですか……」




　野蛮に暴あばれる魔族など、今の時代にそぐわないのでな。

　オットーたちのような過激な連中は早々に排除して、余たちは合法的にゾヌターク王国の復興を目指すことにしよう。

　そのための仲間も集まりつつあるのだから。
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